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 9 月 11 日から 16 日までのシンガポール研修を通して、文化や教育について幅広く学ぶことがで

きました。小学校（Marymount Convent School）、保育所（The Little Skool House）では私達大学

生から日本の文化や遊びを紹介し、子ども達と共に交流をしました。 

 

○ Marymount Convent School（メアリー・マウント・コンヴェント・スクール） 

＜教育方針＞・・・「一人ひとりの最大限の可能性が全人的に引き出されるように、思いやりと

敬意を持って教育をする」 

 

シンガポールでは小学校を「Primary（プライマリ

ー）」という呼び方をします。日本同様小学校は義務教

育です。シンガポールは教育水準がとても高く OECD

の PISA2015調査では世界 72カ国の中で 1位となりま

した。 

 今回訪問させていただいた Marymount Convent 

School では、学習風景や子ども達の学校生活を見学す

ることができました。英語教育のほかにも中国語を学ぶ

ことが義務とされているため、子ども達は暑さにも負け

ず、大きな声で中国語のテキストを朗読していました。

また、放課後はほとんどの子ども達が塾へ行きます。6

年生になると将来のための大きな試験があるため、それ

に向けた勉学が積極的に行われていることが分かりま

した。 

そして、美術の時間には私達が用意した折り紙を子ど

も達に紹介しました。子ども達は慣れない折り紙を一生

懸命に折り、出来上がった時には友達同士で嬉しそう

に見せ合っていました。「はっぴ」や「だるま」も作成

し、日本の文化を子ども達に紹介することができまし

た。私達も伝統的なロウ染めを体験させていただき、と

ても貴重な時間を過ごすことができました。 

 

シンガポールは多民族国家であり、宗教や文化の違いを受け入れ尊重し合いながら生活をして

います。小学校でも互いに尊重しあう意識が強く、お互いの違いを理解しながら生活しているよ

うに感じました。いじめの問題が日本ほど深刻化しない理由のひとつに、このようなお互いを受

け入れる国民性も関係しているように思いました。 

 

図書館には英語だけではなく、中国語や

マレー語等の多くの言語で書かれた本

が置かれていました。 

下書きは蝋でなぞり、赤、青、黄色の三

色を混ぜながら塗りました。子ども達も

美術の時間に行っていました。 



○The Little Skool House（ザ・リトルスクールハウス アウトラム校） 

＜教育理念＞・・・「最大限の可能性を引き出せるように、一人ひとりの子どもを育て支援する」 

 

保育所である The Little Skool Houseは、18ヶ月から

6歳までの乳幼児を保育する施設です。子どもと先生等の

対人関係を大切にしており、一人一人に合った援助を行

っていると教えて頂きました。 

訪問時には 4歳、5歳の子どもを対象に、絵本を読んだ

りリズム遊びをして交流しました。最後に折り紙で作成

した「コマ」をプレゼントしました。子ども達の素直な反

応や楽しそうな表情が見られ、とても嬉しかったです。 

保育所でも中国語の教育が行われており、英語だけで

はなく中国語で書かれた文字が保育室の中にはたくさん

見られました。 

 

 今回訪問させていただいた教育機関は紹介したこの二つの小学校、保育所だけではなく、Invictus 

International School（インビクタス  インターナショナルスクール）、St.James’ Church 

Kindergarten(Harding)（聖ヤコブ教会幼稚園 ハーディング校）、の合計４つの保育所、幼稚園、

小学校を訪問させて頂きました。どの場所も広い敷地内で子ども達はのびのびと生活している印象

を受けましたが、シンガポールの保育所や幼稚園の多くはビル内の一室であることが多いようです。 

 

○シンガポール研修を終えて 

 

 今回の研修では多文化に触れることができ、食事

や建物、言語等の様々な視点からシンガポールにつ

いて学ぶことができました。小学校や保育園での交

流会は、言葉でうまく説明できないことから不安を

感じていましたが、今回紹介した音楽や絵本、折り

紙の楽しさは世界共通なのだと改めて感じました。 

また、今回の経験を卒業研究に生かすことも研修

目的の一つとしていました。交流会での子ども達の

様子や感じたことを卒業研究で発表し、共有してい

きたいと思います。 

今回の研修は、多くの関係者の皆さんのおかげで充実した 6 日間を過ごせました。異文化交流を

するためには、自分自身も日本の文化について知っていなくてはならないと分かりました。今回の

経験を将来に生かすと共に、これからも積極的に様々な国の文化や教育について学んでいきたいと

思います。 

子ども達の興味や関心を大切にし、そこ

から学びへと発展すると教えていただ

きました。 

Invictus International School（小学校）

の敷地内です。自然豊かな環境で授業が行

われていました。 


